
株主の皆様へ
第95期中間報告書

2016 年 4月 1日から 2016年 9月 30日まで



　株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し
上げます。第95期上半期における当社の事業概況につきまして、
ここにご報告申し上げます。
　世界経済は、米国など先進国が堅調に推移するなか、新興国や
資源国等の景気減速や、英国のEU離脱問題の影響が懸念される
など、先行きの不透明な状況で推移しております。
　わが国経済は、新興国等の景気減速や、円高と株式市場の低迷
により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。
　このような経営環境の下、当企業グループは、流体計測ビジネ
スに特化し、特徴のある独自路線を歩み、世界市場に果敢に挑戦
することを目指し、2015年5月12日に公表した3ヵ年の中期経営
計画「ADVANCE 2018」のもと、「販路（市場）拡大」「販管
費率の改善」「システムビジネスの改革」の基本方針に基づく諸
施策を積極的に推進してまいりました。
　当企業グループの上半期の連結売上高は5,696百万円（前年同
期比3.5%減）、経常利益は97百万円（同59.5%減）、親会社株主
に帰属する中間純利益は56百万円（同5.2%増）となりました。
　当社は株主の皆様への利益還元を継続して行うことを経営の重
要課題の一つとしております。配当につきましては、最も重視す
べき株主の皆様に対する利益還元であると認識し、会社の経営基
盤の確保と将来の事業展開に備えた財務体質の充実を総合的に勘
案し決定することを基本方針としております。この基本方針を踏
まえ、当期の中間配当金につきましては1株につき3円とさせて
いただきました。
　株主の皆様におかれましては、何卒ご理解をいただき、一層の
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

2016年12月
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会社の概要

商号 株式会社　オーバル
英文商号 OVAL　Corporation
代表者 谷本　淳
創業 1949年（昭和24年）5月10日
市場 東証1部
資本金 22億円

事業内容

1. オーバル歯車式およびその他各種流量計の製作販売
2.  計測管理およびエネルギー管理用諸機器、諸装置の

製作販売
3.  計装および環境制御に関する諸工事ならびにこれに

関連する諸機器の製作販売 （その他）
従業員数 673名（連結）

本社
〒161-8508
東京都新宿区上落合三丁目10番8号
電話番号（03）3360-5009（経営企画室）

主要な事業所
および営業所

横浜事業所および東北、神奈川、中部、大阪、岡山、
九州営業所

子会社

株式会社山梨オーバル、オーバルアシスタンス株式会社、 
株 式 会 社 宮 崎 オー バ ル（ 以 上 国内 ）、HEFEI OVAL 
INSTRUMENT CO., LTD.、HEFEI OVAL INSTRUMENT 
SALES CO., LTD.、HEFEI OVAL AUTOMATION 
CONTROL SYSTEM CO., LTD.（以上中国）、OVAL ASIA 
PACIFIC PTE. LTD. （シンガポール）、OVAL TAIWAN 
CO., LTD. （台湾）、OVAL ENGINEERING INC. （韓国）、
OVAL ENGINEERING SDN. BHD.（マレーシア）

取締役および執行役員

代表取締役社長 谷 本 　 淳
取締役 兼 専務執行役員 奥 野 　 保
取締役 兼 執行役員 山 路 隆 夫
取締役 兼 執行役員 小 野 　 治
社外取締役 常勤監査等委員 近 藤 利 明
社外取締役 監査等委員 加 瀨 　 豊
社外取締役 監査等委員 長 野 和 郎
執行役員 浅 沼 良 夫
執行役員 木 部 光 夫
執行役員 池 田 國 高
執行役員 加 藤 芳 樹
執行役員 大　橋　秀二郎

株式の状況

発行可能株式総数 80,000,000株

発行済株式の総数 22,404,207株（自己株式3,775,793株を除く）

株主数 5,375名

金融機関　5,750千株
21.96%

証券会社
367千株
1.40%

個人・その他
11,896千株
45.45%

その他の法人
4,094千株
15.64%

外国法人
293千株
1.12％

自己株式　3,775千株
14.42％

外国個人　2千株
0.01％

所有者別
状況

大株主

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

明治安田生命保険相互会社 1,900 8.5 
東京計器株式会社 1,309 5.8 
轟産業株式会社 1,091 4.9 
日本生命保険相互会社 691 3.1 
横河電機株式会社 512 2.3 
株式会社みずほ銀行 450 2.0 
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 422 1.9
加島淳一郎 355 1.6
公益財団法人井上育英会 300 1.3
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 296 1.3

（注） 1. 当社は自己株式を3,775千株保有しておりますが、上記には含め
ておりません。

 2. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株式の分布状況

岡山営業所新社屋の竣工

2015年より建設を進めておりました岡山営業所
新社屋の建て替えが、本年8月に完了しましたこ
とをお知らせいたします。

岡山営業所は岡山県倉敷市水島の臨海部にあり、
近隣の石油・化学・自動車業界等多くのお客様を
担当する他、中国・四国地方の営業活動および西
日本全般のメンテナンスサービス拠点として、当
社の重要な役割を担っております。しかしながら、
1979年（昭和54年）より長きにわたり使用して
きた建物および設備の老朽化により、このほど一
新を行ったものです。

新社屋は岡山営業所および岡山サービス技術セ
ンタ、これに協力会社である株式会社倉敷計装が
入る事務所棟、メンテナンス作業を行う工場棟の
2棟となっております。工場棟には水試験場、計器
調整室、部品庫等を備えており、最適化した設備
で従来以上のメンテナンスサービスをご提供でき
る環境となりました。

今後も営業活動の充実と高品質なメンテナンス
サービスのご提供を中心に、お客様のご期待にお
応えできるよう、事業活動のさらなる発展と顧客
満足の向上に努
めてまいります。

2016年9月28日から9月30日にかけて東京ビッ
グサイトで開催された、INTERMEASURE 2016

（第27回計量計測展）に出展いたしました。
計量計測業界最大規模である本展示会において

は、石油業界や船舶業界向けの大口径コリオリ流
量計「ALTImassⅡTypeU」、水素計測に最適な超
高圧コリオリ流量計、主に石油化学市場の取引用
途に使用される液体用マルチパス超音波流量計

「Psonic-L4」、各種ガスの供給システムやパイロ
ットプラント等に最適な熱式質量流量計/コント
ローラ「MASFLO-OVALⅡ」などの新製品を中心
に、様々な産業分野で使用される各種製品を展示
いたしました。

特に大口径コリオリ流量計はその大きさから、
水素用流量計は来る水素社会に向けての関心度の
高さから、それぞれ注目を集めていました。

本展示会において、各業界のお客様に当社製品
をご覧いただいたほか、お客様が現在抱えている
課題やご要望を中心に様々なご意見を聞かせてい
ただくことができました。

本展示会で得たご意見を参考に、新市場のさら
なる開拓を進め、お客様にご満足いただける製品
を提供できるよう、鋭意努力してまいります。

INTERMEASURE 2016
（第27回計量計測展）への出展

トピックス 会社概要／株式関連情報（2016年9月30日現在）
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株主の皆様へ
第95期中間報告書

2016 年 4月 1日から 2016年 9月 30日まで

株主メモ

事業年度 4月1日～翌年3月31日

期末配当金受領
株主確定日 3月31日

中間配当金受領
株主確定日 9月30日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
℡0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法

電子公告により行う。
公告掲載URL http://www.oval.co.jp

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他やむを得ない事由が生じたときは、東京都にお
いて発行する日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1. 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続き

につきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお
問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三
菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い
いたします。

http://www.oval.co.jp

●当冊子についてのお問い合わせ先

〒161-8508　東京都新宿区上落合三丁目10番8号　
Tel.03-3360-5009　Fax.03-3365-8600

株主メモ
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